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特色あるPTA『
わ
が
家
の
ま
な
び
フ
ェ
ス
ト
』で
学
校
大
好
き
・

家
庭
大
好
き
・
地
域
大
好
き
な
国
見
っ
子
を

岩
泉
町
立
国
見
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

家
庭・地
域・学
校
が
一
体
と
な
っ
た
活
動

奥
州
市
立
衣
川
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

花
巻
市
立
桜
台
小
学
校

　
「
桜
雲
台
」
に
開
校
し
て
33
年

目
の
本
校
は
、
児
童
数
が
７
１
１

名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
が
５
４
８
名

の
大
規
模
校
で
す
。

　

左
上
は
授
業
参
観
、
右
上
は
運

動
会
の
様
子
で
す
。
左
下
は
図
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
右
下
は
親

子
奉
仕
作
業
の
場
面
で
す
。

　

今
年
も
保
護
者
の
輪
を
広
げ
、

桜
台
っ
子
の
笑
顔
の
た
め
に
、
最

善
を
尽
く
す
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

阿
部
志
郎
）

表
紙
「
写
真
説
明
」

　

本
校
は
、
岩
泉
町
の
中
心
か

ら
約
２８
㎞
離
れ
た
町
の
西
北
端

の
標
高
４
０
０
ｍ
〜
５
０
０
ｍ

に
位
置
し
て
お
り
、
分
教
場
の

時
代
を
含
め
る
と
今
年
で
１
３

４
年
目
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
学

校
で
す
。
児
童
数
は
年
々
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
今
年

度
は
６
名
だ
け
と
な
り
ま
し
た

が
、
ど
の
子
も
学
校
が
大
好
き

で
、
雨
の
日
も
雪
の
日
も
元
気

に
徒
歩
通
学
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
分
教
場
か
ら

独
立
校
に
な
っ
た
昭
和
２２
年
か

ら
始
ま
っ
て
お
り
、
私
が
１9
代

目
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
学
校
大
好
き
・

家
庭
大
好
き
・
地
域
大
好
き
な

国
見
っ
子
を
育
む
た
め
に
、『
わ

が
家
の
ま
な
び
フ
ェ
ス
ト
』
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
内
で
子
ど
も

が
「
毎
日
確
実
に
取
り
組
み
実

行
し
て
い
く
」
こ
と
を
保
護
者

と
子
ど
も
と
学
級
担
任
の
３
者

で
話
し
合
い
な
が
ら
決
め
て
、

そ
れ
を
1
年
間
や
り
遂
げ
て
い

く
も
の
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
自
信
や

自
立
の
心
、
家
族
や
地
域
の
一

員
と
し
て
の
所
属
感
な
ど
、
有

形
無
形
の
大
き
な
財
産
を
得
る

こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
達
の
様
子
を
見
て
い

る
と
、
自
ら
の
行
動
や
目
標
を

自
ら
が
選
択
し
決
め
て
実
践
す

る
と
い
う
方
法
の
せ
い
か
、
ど

の
子
も
自
分
の
事
と
し
て
意
識

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
効
果

が
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
他
、
他
校
に
誇
れ
る
特

色
あ
る
活
動
と
言
え
ば
、
た
く

さ
ん
の
テ
レ
ビ
局
で
も
取
り
上

げ
て
い
た
だ
い
た
の
で
ご
存
じ

の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

保
護
者
と
地
域
民
、
教
職
員
が

鉄
パ
イ
プ
や
コ
ン
パ
ネ
、
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
造
る
『
国
見

小
・
手
づ
く
り
簡
易
プ
ー
ル

（
長
さ
８ 
ｍ･

幅
３
・
５ 

ｍ
）』

が
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
ご
く
少
数
と

な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
や
学
校
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
『
学
校
大

好
き
・
家
庭
大
好
き
・
地
域
大

好
き
』
な
国
見
っ
子
を
育
む
た

め
に
、『
地
域
即
学
校･

大
人

即
教
師
』
を
合
言
葉
に
特
色
あ

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

立
花　

薫
）

　

今
年
度
の
生
徒
数
は
１
０
９

名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
は
１
１
３

名
（
職
員
１４
名
）
で
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
小
規
模
な
中
学
校

で
す
。
し
か
し
、
小
規
模
の
わ

り
に
は
学
区
が
広
く
日
常
的
な

交
流
の
機
会
が
少
な
い
た
め
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
事
業
や
学
校
、
地
域

の
活
動
を
通
し
て
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
広
報

部
、
研
修
部
、
厚
生
部
、
文
化

部
の
４
つ
の
専
門
部
が
あ
り
、

年
度
当
初
に
企
画
・
立
案
し

た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ど
の
事
業
も
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
を
目
指

し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

広
報
部
は
、
主
に
年
2

回
発
行
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
原
稿
依
頼
な
ど
も
保

護
者
の
方
々
が
中
心
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
研
修
部
は
講
演
会
を
主
催

し
、
昨
年
度
は
腹
話
術
サ
ー
ク

ル
代
表
の
藤
野
静
枝
さ
ん
を
お

招
き
し
て
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
講
演
会
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

生
徒
が
一
緒
に
な
っ
て
参
加

し
、
講
演
の
内
容
に
つ
い
て
の

話
題
を
共
有
し
ま
し
た
。
厚
生

部
は
親
子
早
朝
奉
仕
作
業
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
歓
送
迎
会
な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

早
朝
奉
仕
作
業
に
は
、
ほ
と

ん
ど
の
生
徒
が
親
子
で
参
加
し

ま
す
。
文
化
部
は
文
化
祭
へ
の

協
力
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。
作
品
展
は
平

成
２０
年
６
月
に
発
生
し
た
岩
手

宮
城
内
陸
地
震
で
、
当
時
の
校

舎
が
被
害
を
受
け
た
た
め
開
催

で
き
な
い
で
い
ま
し
た
。
昨
年

３
年
ぶ
り
で
の
開
催
に
な
り
ま

し
た
が
、
多
数
の
作
品
を
出
品

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
衣
川
の
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
を
願
っ
て
、
家

庭
・
地
域
・
学
校
で
力
を
合
わ

せ
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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Ｔ
Ａ
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）




